
米子空港利用促進懇話会米子鬼太郎空港駐車場 無料ANAホームページ・携帯サイトwww.ana.co.jp  ANA国内線予約・案内 　0570-029-222

お出かけは米子鬼太郎空港から！！
(11月1日~3日･5日~16日･18日~30日)
 6:50 ～  8:15
(11月4日･17日)
 6:45 ～  8:10

 9:25 ～ 10:50

12:30 ～ 13:55
15:10 ～ 16:35
18:25 ～ 19:50
20:05 ～ 21:30

ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2020年3月28日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
7:20 ～  8:40

(11月1日~3日･5日~16日･18日~30日)
 9:00 ～ 10:15
(11月4日･17日)
 8:55 ～ 10:10
11:40 ～ 13:00
14:35 ～ 15:55
17:20 ～ 18:45
20:40 ～ 22:00

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2019年11月1日～2019年11月30日
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米
子
鬼
太
郎
空
港
は
、
国
際
線
な
ど
の
旅
客
数
増
加
に
伴

う
狭
あ
い
化
の
解
消
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
な
ど
を
目

的
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
11

月
８
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

広くなり利便性の高まった国際線到着ロビー＝10
月15日に到着した米子ー香港便

　
同
空
港
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

工
期
は
、
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
２
０
１
９
年
10
月
ま
で

の
19
カ
月
間
。
８
４
０
０
㎡

だ
っ
た
空
港
面
積
が
９
２
０

０
㎡
と
広
く
な
り
ま
し
た
。

　
改
修
で
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
は
、
航
空
機
に
移
動
す

11
月
８
日 

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

11
月
８
日 

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

米
子
鬼
太
郎
空
港
が
リ
ニュ
ー
ア
ル

る
た
め
の
搭
乗
橋
に
対
応
す

る
場
所(

ス
ポ
ッ
ト)

を
２

カ
所
か
ら
３
カ
所
に
し
て
、

同
時
に
運
航
で
き
る
便
数
を

増
や
し
た
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
搭
乗
待
合
室
を
拡

張
し
、
国
内
・
国
際
の
旅
客

数
に
応
じ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｑ
エ
リ
ア
内
の

荷
物
受
取
場
も
広
く
し
、
同

エ
リ
ア
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
新
設
。
国
際
線
到
着
ロ
ビ

ー
や
出
発
ロ
ビ
ー
も
拡
張
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
最
新
鋭
の
保
安

検
査
装
置
も
導
入
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
保
安
体
制
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　「
工
事
期
間
中
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
が
、
広
く
て
便
利
な
空
港

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

米
子
鬼
太
郎
空
港
を
引
き
続

き
ご
愛
顧
願
い
ま
す
」
と
話

す
米
子
空
港
ビ
ル
㈱
の
徳
尾

修
一
総
務
部
長
。

　
ま
た
、「
イ
ベ
ン
ト
や
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

で
き
る
ロ
ビ
ー
も
広
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
山
陰
地
域
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
航
空
機
の

ご
利
用
に
限
ら
ず
、
遊
び
に

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
１
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

リニューアルイベントに出演する皆さん

目録とフラワーアレンジメントを大部
由美さん（右）に手渡す木村真理子会長

　
米
子
空
港
ビ
ル
㈱(

佐
斐

神
町
、
池
口
由
紀
彦
社
長)

は
、
11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

の
２
日
間
、
米
子
鬼
太
郎
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
館
内
で
、

空
港
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
９
日
は
、
午
前
10
時
か
ら

米
子
市
出
身
の
プ
ロ
ピ
ア
ニ

ス
ト
・
安
部
可
菜
子
さ
ん
が

同
空
港
に
設
置
さ
れ
た
「
空

港
ピ
ア
ノ
」
で
演
奏
。
同
ピ

ア
ノ
は
今
後
、
誰
で
も
自
由

に
弾
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
中

・
四
国
地
方
で
初
の
取
り
組

み
。

　
ま
た
、
人
気
芸
人
の
Ｕ
字

工
事
や
ジ
ョ
イ
マ
ン
が
出
演

す
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
北
栄

町
出
身
の
歌
手
・
藤
本
た
か

ら
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
、
カ
ニ

汁
ふ
る
ま
い
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
10
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
が

い
な
太
皷
演
奏
や
米
子
西
高

校
生
徒
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
境
高
校
生
徒
の
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
。

　
両
日
を
通
じ
て
、
パ
ブ
ロ

の
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
販
売
な
ど

の
物
販
コ
ー
ナ
ー
、
因
州
和

紙
工
芸
品
や
Ａ
Ｎ
Ａ
カ
ウ
チ

シ
ー
ト
の
展
示
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
１
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

(

木
村
真
理
子
会
長)

は
10

月
９
日
、
創
立
50
周
年
記
念

式
典
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子(

米
子
市

久
米
町)

で
開
催
。

　
同
女
性
会
の
会
員
を
は
じ

め
、
中
国
地
方
の
各
商
工
会

議
所
女
性
会
会
員
な
ど
、
約

80
人
が
出
席
し
、
同
女
性
会

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
今
後
の
事
業
推
進
に
向

け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
木
村
会
長
が

「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
先
輩

の
皆
さ
ん
が
立
派
に
事
業
を

継
続
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
女
性
な
ら
で
は
の
し

な
や
か
な
感
性
で
、
一
人
一

人
が
輝
く
女
性
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
境
港
商
工
会
議

所
の
堀
田
收
会
頭
が「
地

域
社
会
を
元
気
に
す
る

の
は
商
工
会
議
所
の
大

事
な
役
割
。
そ
の
一
翼

を
担
う
女
性
会
に
こ
れ

か
ら
も
期
待
し
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
境

港
市
出
身
で
元
・
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン(

サ
ッ
カ

ー
日
本
女
子
代
表)

主
将
の

大
部
由
美
さ
ん
を
迎
え
、「
私

を
支
え
た
反
骨
心
」
の
テ
ー

マ
で
記
念
講
演
。
同
女
性
会

の
更
な
る
躍
進
を
後
押
し
す

る
よ
う
な
講
演
。

　
同
女
性
会
は
、
創
立
50
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
12
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
部
さ

ん
指
導
の
サ
ッ
カ
ー
教
室

「
な
で
し
こ
広
場
」
の
開
催

支
援
を
決
定
し
、
講
演
終
了

後
の
大
部
さ
ん
に
記
念
事
業

の
目
録
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

リニュ
ーアルイベント
米子鬼太郎空港

11月9日・10日

境
港
商
議
所

女

　性

　会

大
部
由
美
さ
ん
迎
え
記
念
講
演
も

50
周
年
で
式
典

敵わない
　件

くだん

も覚
さとり

も
　　 妻の勘
（さごじょう）

　人間の心を見通す覚。予言をする

件。これら超能力の妖怪たちも妻の

勘には勝てないというオソロシイ川柳

デス。

� 選・桝田知身



公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～65歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

ティータイムに
法事等のお土産に

元町本店  TEL42－2578　水木ロード店  TEL44－6265
神戸ベーカリー（有）

マフィンマフィンしっとり
　  リッチ
しっとり
　  リッチ
しっとり
　  リッチ

人気です人気です
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　この写真は、1998年(平成10年)頃に家族旅行で神戸に行った時の

ものです。

　息子は二人とも野球漬けで、休みになると必ず野球をしていたので、

家族旅行というものはほとんどしませんでした。

　学童野球に始まり、中学・高校・大学の野球部から社会人野球ま

で続け、子ども達の野球観戦が家族

旅行のようなものでした。

　大学と社会人野球の時は、朝早く

家を出て遠方の球場まで応援に行き

ました。野球をあまり知らない妻は、

うとうとしながら我が子が出るとき

はしっかり目を覚まし応援していまし

た。

　野球をしていたおかげで親子の会

話は途切れることはなく、子どもた

ちはコミュニケーション能力が自然に

身に付き、社会人になった今も良好な人間関係が築けているようです。

　現在は、孫の応援ができる日を心待ちにしています。(談) 

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 45

子ども達の野球をずっと応援
境港商工会議所 議員  浦川 英敏氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、会頭指名議員・浦川英敏氏
(㈱あおい総合設計・代表取締役、58歳)の１枚です。 

表彰状を手にする森脇一行氏（右）と土曜夜市
実行委員会の皆さん＝境港商議所

２
０
１
９
年
度 

境
港
商
議
所
地
域
振
興
賞

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

土
曜
夜
市
実
行
委
員
会
と
森
脇
氏
が
受
賞

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
２

０
１
９
年
度(
第
17
回)
「
境

港
商
工
会
議
所
地
域
振
興

賞
」
の
受
賞
者
を
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
土
曜
夜
市
実
行
委

員
会
と
友
田
セ
ー
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役
会
長
の
森
脇
一

行
氏
に
決
定
。
10
月
21
日
に

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
は
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
の
大
規
模
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、
30
年

ぶ
り
と
な
る
「
土
曜
夜
市
」

を
復
活
。
ま
た
、「
妖
怪
そ

ぞ
ろ
歩
き
」
や
「
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」

な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
同
ロ
ー
ド
の
一
層

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
森
脇
氏
は
長
き
に

わ
た
り
、
水
産
業
界
の
要
職

を
務
め
て
き
ま
し
た
。
友
田

水
産
に
入
社
後
は
、
当
時
の

社
長
と
二
人
三
脚
で
事
業
拡

大
に
邁
進
し
、
境
港
市
屈
指

の
企
業
に
育
成
。

　
ま
た
、
境
港
鮮
魚
仲
買
組

合
の
理
事
長
時
代
に
は
、「
み

ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加

工
大
賞
実
行
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
境
港
の
水
産
加
工

品
普
及
に
つ
な
が
る
土
台
を

つ
く
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

境
港
市
観
光
協
会
の
副
会
長

「アジの包み焼き」の味は2種類

神戸に家族で旅行した浦川英敏氏（右）

我が社

の一品
我が社

の一品

大

　新

ア
ジ
の
包
み
焼
き

と
し
て
、
観
光
と
水
産
の
融

合
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
堀
田
会
頭

が
「
実
行
委
員
会
の
皆
様
に

は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た

活
動
の
継
続
に
期
待
し
ま
す
。

ま
た
森
脇
様
に
は
、
今
後
と

も
増
々
の
活
躍
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
地
域
振
興
賞
は
、
地
域
社

会
の
た
め
に
地
道
な
取
り
組

み
を
し
、
そ
の
活
動
が
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
団
体

(

グ
ル
ー
プ)

や
個
人
を
表

彰
し
よ
う
と
、
境
港
商
工
会

議
所
が
２
０
０
３
年
に
創
設

し
た
も
の
で
、
昨
年
は
「
境

港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進

協
議
会
」
が
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　
こ
と
し
５
月
に
行
わ
れ
た

「
第
８
回
み
ん
な
で
選
ぶ
境

港
の
水
産
加
工
大
賞
」
の
受

賞
商
品
、
㈱
大
新
の
「
と
れ

と
れ
あ
じ
」。
境
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
新
鮮
な
ア
ジ
の
た

た
き
身
で
す
。

　
そ
の
「
と
れ
と
れ
あ
じ
」

に
、
県
内
産
の
白
ね
ぎ
、
に

ん
じ
ん
、
し
い
た
け
を
加
え

て
生
地
で
包
ん
だ
「
ア
ジ
の

包
み
焼
き
」
は
、「
い
わ
し

ワ
ン
タ
ン
」
に
続
く
、
境
港

総
合
技
術
高
校
の
生
徒
と
の

コ
ラ
ボ
商
品
で
す
。

　
ア
ジ
の
包
み
焼
き
に
は
、

「
四
川
風
」
と
「
広
東
風
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
四

川
風
」
は
、
山
椒
の
香
り
が

ア
ク
セ
ン
ト
の
ピ
リ
辛
風
味
。

ピ
リ
辛
と
い
っ
て
も
、
程
よ

い
辛
さ
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　「
広
東
風
」
は
、
う
ま
味

あ
ふ
れ
る
味
噌
風
味
の
甘
口

で
、
お
子
様
に
も
安
心
で
す
。

い
ず
れ
も
食
べ
易
い
一
口
サ

イ
ズ
で
、
お
か
ず
に
も
お
や

つ
に
も
な
る
一
品
。

　「
地
元
の
ア
ジ
に
恋
し
た

高
校
生
か
ら
の
贈
り
物
」
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
ア
ジ

の
包
み
焼
き
。
イ
ワ
シ
と
同

様
に
地
元
の
ア
ジ
を
「
た
く

さ
ん
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」「
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
望
む
地
元
高
校

生
の
心
意
気
を
感
じ
つ
つ
、

地
元
の
食
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
１
３
３
５)

へ
。

　

境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
大
新(

昭
和
町
、
山
本
一
徳
社
長)

の
「
ア
ジ
の
包
み
焼
き
」
で
す
。 職

業
訓
練
な
ど
で
す
。

　
同
社
は
、
日
本
商
工
会
議

所
主
催
の「
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
」

な
ど
、
ネ
ッ
ト
検
定
の
会
場

と
な
り
、
谷
田
社
長
が
検
定

試
験
官
を
務
め
て
い
ま
す
。

「
不
正
が
無
い
よ
う
に
、
受

験
者
が
集
中
し
て
試
験
を
受

　
同
社
は
１
９
７
３

(

昭
和
48)

年
、
公
認
会

計
士
松
本
萬
蔵
事
務
所

(

現
・
山
陰
み
ら
い
税

理
士
法
人)

内
で
汎
用

機
を
利
用
し
た
財
務
処

理
、
各
種
業
務
受
託
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
情
報
処

理
部
門
が
、
㈱
米
子
計

算
セ
ン
タ
ー
と
し
て
独

立
。
１
９
８
７(

昭
和
62)

年

に
組
織
変
更
を
行
い
、
現
在

の
㈲
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
業
務
は
、
民
間
企
業

や
官
公
庁
の
業
務
シ
ス
テ
ム

の
導
入
・
運
用
支
援
や
、
国

や
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
の

け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
」
と
話
す
谷
田
社

長
。

　
ま
た
、「
従
来
の
技
術

や
お
客
様
と
の
関
係
の
中

で
培
っ
て
き
た
強
み
を
今

後
も
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
技
術
の

進
歩
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

の
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と

い
っ
た
新
た
な
技
術
を
、

お
客
様
の
業
務
や
個
人
の

生
活
に
生
か
せ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

47
―
６
０
１
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新社長が誕生
米子情報処理センター

境港商議所

会会のの員員今今42

　

㈲
米
子
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー(

松
ヶ
枝
町)

は
こ
と

し
９
月
、
谷
田
俊
介
氏
が

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

前
社
長
の
谷
田
収
氏
は
、

取
締
役
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
今
回
の
「
会
員
の

今
」
は
同
社
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

谷田俊介社長（右）と収会長
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鳥取県公安委員会認定  第61号
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●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
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～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など
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•
•
•
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•
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•
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明るく、利便性の増した正面玄関を紹介する
幸山正人・境港エリアマネージャー

禁止事項を多言語で書いたチラシを持つ
福冨武所長＝米子鬼太郎空港ターミナル

ち
ょ
っ
と拝 見

葬　　仙

境
港
ホ
ー
ル
を
リ
ニュー
ア
ル

家
族
葬
ス
ペ
ー
ス
も
新
設

　
葬
儀
用
の
会
館
が
全
国
で

も
あ
ま
り
な
か
っ
た
１
９
８

０(

昭
和
55)

年
、
同
社
は
中

国
地
区
で
最
初
の
葬
儀
専
門

会
館
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
で
は
山
陰
地
区
に

12
店
舗
の
専
用
会
館
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
境
港
ホ
ー
ル
は
20
年
前
に

ス
タ
ー
ト
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
境
港
エ
リ
ア
で
の

葬
儀
は
、
年
間
３
０
０
件
を

超
え
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
葬

や
寺
院
葬
の
お
手
伝
い
も
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
家
族
葬
の
ス
ペ
ー
ス
を

新
設
。
家
族
や
近
し
い
親
族

だ
け
で
葬
式
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
花
の

祭
壇
も
設
け
一
層
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
に

し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
正
面
玄
関
の
色
を

白
と
茶
色
に
塗
り
替
え
、
明

る
さ
を
演
出
。
霊
柩
車
の
お

見
送
り
に
雨
の
心
配
が
な
い

よ
う
に
と
、ア
プ
ロ
ー
チ(

通

路)

も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
㈱
葬
仙(
米
子
市
長
砂
、
宮
永
誠
治
社
長)

の
運
営
す
る
葬

仙
境
港
ホ
ー
ル(
上
道
町)

は
、
こ
と
し
創
立
20
周
年
と
な
り
、

そ
れ
を
記
念
し
て
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今

回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
社
の
幸
山
正
人
・
境
港
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
、
新
し
く
な
っ
た
境
港
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
ご
家
族
を
安
置

し
て
お
く
こ
と
の
で
き
る
多

目
的
室
も
作
り
ま
し
た
。

　
境
港
ホ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
併
せ
て
10
月
27
日
か

ら
11
月
４
日
ま
で
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
。「
葬
仙
倶

楽
部
」
の
入
会
金
が
通
常
１

万
円
の
と
こ
ろ
半
額
に
な
り

ま
す
。

　
同
倶
楽
部
に
は
、
▽
葬
儀

基
本
料
金
の
10
％
割
引
き
▽

葬
儀
運
営
費
、
お
別
れ
の
装

飾
費
、
式
場
使
用
料
、
控
室

使
用
料
、
法
要
料
、
出
張
設

営
費
な
ど
の
合
計
金
額
か
ら

10
％
を
割
引
き
―
な
ど
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
特
典
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　
幸
山
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

「
家
族
で
ゆ
っ
く
り
お
別
れ

が
で
き
る
空
間
を
用
意
し
ま

し
た
。
新
し
く
な
っ
た
境
港

ホ
ー
ル
を
家
族
や
近
所
の
皆

さ
ん
で
誘
い
合
わ
せ
て
見
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
葬
仙
境
港
ホ

ー
ル(

☎
47
―
１
４
１
４)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
動
物
検
疫
所
は
10
月
１
日
、

米
子
鬼
太
郎
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
内
に
山
陰
初
の
出
張
所
を

開
設
。
名
称
は
「
動
物
検
疫

所
神
戸
支
所
米
子
空
港
出
張

所(

福
冨
武
所
長)

」
で
、
中

国
地
方
の
日
本
海
側
拠
点
と

し
て
水
際
防
疫
の
体
制
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

　
出
張
所
開
設
の
背
景
に
は
、

国
際
線
や
ク
ル
ー
ズ
客
船
な

ど
の
増
加
で
、
訪
日
外
国
人

旅
行
客
が
急
増
し
、
物
の
動

き
も
一
層
活
発
化
し
て
い
る

こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
ア
フ
リ
カ
豚
コ

レ
ラ
や
口
蹄
疫
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、

畜
産
業
に
重
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
家
畜
の
伝
染
性
疾
病

の
侵
入
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
際
線
の

運
航
日
に
岡
山
空
港
な
ど
か

ら
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
福
冨
所
長
が

常
駐
。
米
子
鬼
太
郎
空
港
を

含
む
、
鳥
取
・
島
根
両
県
の

空
港
と
港
湾
の
計
５
カ
所
を

管
轄
し
ま
す
。
複
数
の
場
所

で
検
疫
が
必
要
な
場
合
は
、

応
援
を
呼
ん
で
、
機
動
的
に

対
応
す
る
予
定
で
す
。

　
同
出
張
所
の
主
な
業
務
は
、

海
外
か
ら
日
本
に
来
た
人
の

手
荷
物
の
中
に
肉
製
品
な
ど

が
な
い
か
を
検
査
す
る
こ
と
。

禁
止
事
項
を
書
い
た
多
言
語

表
記
の
チ
ラ
シ
を
見
せ
て
、

周
知
に
努
め
る
こ
と
や
輸
出

入
貨
物
の
検
査
も
重
要
な
仕

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
主
要
空
港
に
は
検

疫
探
知
犬
が
い
て
、
持
ち
込

み
禁
止
の
動
・
植
物
探
知
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
米
子
鬼
太
郎
空
港
な
ど

の
地
方
空
港
に
も
時
々
登
場

し
ま
す
。

　
福
冨
所
長
は
、「
海
外
旅

行
を
す
る
と
き
、
日
本
に
持

ち
帰
っ
て
は
い
け
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
肉
製
品
は
加

工
調
理
さ
れ
て
い
て
も
ほ
と

ん
ど
持
ち
込
め
ま
せ
ん
の
で
、

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
せ

っ
か
く
の
楽
し
い
旅
行
が
台

無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
」
と
注
意
を
喚
起
し
ま

し
た
。

　
米
子
税
務
署
は
、
国
税
に

関
す
る
ご
相
談
が
あ
る
場
合

は
、
同
税
務
署(

☎
32
―
４

１
２
１)

に
電
話
し
て
、
次

に
音
声
案
内
に
従
っ
て
用
件

の
番
号
を
選
択
す
る
よ
う
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
相
談
は
「
３
」
に

●
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な

相
談
は
「
１
」
に

●
申
告
や
面
接
に
よ
る
個
別

の
相
談
は
「
２
」
に(

事
前

に
相
談
日
時
な
ど
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い)

　
個
別
相
談
日
は
、
▽
月
曜

日
＝
相
続
税
・
贈
与
税
・
譲

渡
所
得
▽
火
曜
日
＝
申
告
所

得
税(

譲
渡
所
得
を
除
く)

・

消
費
税(

個
人)

▽
水
曜
日

＝
法
人
税
・
消
費
税(

法
人)

・
源
泉
所
得
税
▽
木
曜
日
＝

印
紙
税
・
諸
税
―
で
す
。

水際の検疫体制を強化

出張所がスタート
ー 動物検疫所神戸支所 ー

米子
空港

ご
相
談
は
電
話
で

米
子
税
務
署

　同店は、境高校の前(上道町)にあります。50歳以上が来店客の
中心で、ストレス発散や健康維持を目的に来店する人が多いです。
　値段の手頃さが口コミで広がり、既に週に3日から4日も通う常連
さんもいて、歌好き
の憩いの場として大
山や米子、大根島、
松江からも来店があ
ります。
　片岡代表は「駐車
場が広く、自動車で
訪れやすいのが遠方
からの来店につなが
っているのでは」と
話しました。
　カラオケの機材は
最新のものを導入し、1曲100円。13枚つづりの「とくトクticket」を
購入すると、13曲を1000円で歌うことができます。また、13枚使い切
った後に残る半券を10枚集めると、もう一つづりもらえます。ドリン
クメニューもソフトドリンクは17種、アルコールが7種と充実しています。
　「今後も色々な工夫をして、もっとたくさんの人に来てほしいと思
っています。忘・新年会などの宴会の帰りに1曲どうぞ」と話す片岡
代表。
　営業時間は午後１時から5時までと、午後7時から11時まで。定休
日は毎週日曜日と第2・第4木曜日です。
　詳しくは、同店(☎︎44－2609)にお問い合わせください。

　カラオケハウスヒーロー (上道町、片岡弘行代表)は、ことし
7月にステーキハウスからリニューアルしてオープンしました。
今回の企業探訪は、同店に登場していただきました。

Part

40企業探訪企業探訪企業探訪
ステーキハウスから変身

― カラオケハウス ヒーロー ―

訪れやすい工夫凝らす

カラオケ機材をPRする片岡弘行代表
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こ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
留

学
生
と
し
て
日
本
に
滞
在
す

る
外
国
人
や
在
留
資
格
を
持

つ
人
の
家
族
は
許
可
を
得
て
、

週
28
時
間
以
内
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
し

た
。

　
ま
た
、
日
本
で
培
わ
れ
た

技
能
、
技
術
ま
た
は
知
識
を

開
発
途
上
地
域
な
ど
へ
移
転

し
て
、
そ
の
地
域
の
経
済
発

展
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
に

寄
与
す
る
と
い
う
制
度(

技

能
実
習
制
度)

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
手
不
足
解
消
の

手
段
で
は
な
い
と
し
て
、
制

約
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
一
定
の
ル
ー
ル

の
下
に
外
国
人
の
就
労
を
認

め
る
新
た
な
在
留
資
格
制
度

が
で
き
た
の
で
す
。

　
特
に
国
内
で
は
十
分
な
人

材
の
確
保
が
で
き
な
い
14
分

野
を
特
定
産
業
分
野
と
し
て
、

こ
の
分
野
に
限
っ
て
外
国
人

が
現
場
作
業
な
ど
で
就
労
で

　
協
働
実
践
研
究
会
は
、

日
本
語
教
室
の
授
業
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
異
文
化

環
境
づ
く
り
の
実
践
研
究

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
語
教
育
は
海

外
に
多
く
の
教
育
実
践
の

場
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

海
外
に
も
協
働
実
践
研
究

会
支
部
が
あ
り
ま
す(

ア

ジ
ア
９
ヵ
国
）。

　
当
研
究
会
は
２
０
１
０
年

の
設
立
以
来
、
東
京
で
１
回
、

海
外
支
部
で
１
回
と
、
年
２

回
の
研
究
大
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
11
月

23
日
と
24
日
に
「
日
本
語
教

育
学
会
」
が
松
江
で
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
前
日
の

22
日
に
第
15
回
の
研
究
大
会

　

国
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
一
定
の
専

門
性
や
技
能
を
持
ち
、
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
制
度
を
こ
と
し
４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
制
度
に
基

づ
い
て
、(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会(

岩
田
祐
二
会
長)

は
、

６
月
24
日
に
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
登
録
支
援
機
関
の
認

可
を
受
け
て
い
ま
す
。
鳥
取
県
で
は
２
番
目
。
こ
の
機
関
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
同
協
会
の
江
尻
敏
美
専
務
理
事
に
伺

い
ま
し
た
。

　

協
働
実
践
研
究
会
は
11
月
22
日
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な

と
タ
ワ
ー
で
「
第
15
回
協
働
実
践
研
究
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
研
究
会
は
、
日
本
語
教
師
や
日
本
語
教
育
研
究
者

の
皆
さ
ん
を
主
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
い
る
研
究
会
で
す
。

こ
の
た
び
、
同
研
究
会
会
員
で
も
あ
る
境
港
市
出
身
の
鳥

取
大
学
・
池
田
玲
子
教
授
に
研
究
会
開
催
の
趣
旨
に
つ
い

て
、
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
境
港
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
外

国
人
と
日
本
人
の
協
働
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

多
文
化
共
生
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
」
で
す
。
外
国
人
観

光
客
を
対
象
と
す
る
お
仕
事

を
は
じ
め
、
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
に
関
わ
る
皆
さ
ん

と
、
日
本
語
教
育
関
係
者
が

ど
う
関
わ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
外

国
人
観
光
客
の
買
い
物
に
対

応
さ
れ
て
い
る
商
店
の
皆
さ

ん
は
、
外
国
人
に
と
っ
て
最

初
に
接
触
す
る
日
本
人
に
な

る
可
能
性
が
高
い
で
す
。「
日

本
人
っ
て
」
と
い
う
印
象
が

こ
の
一
度
の
対
応
場
面
で
作

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
商
店
側
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
良
く
も
悪

く
も
「
＊
＊
人
は
」
と
い
う

認
識
が
こ
こ
で
、
で
き
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
人
は
知
ら
な
い
相
手
に
出

会
っ
た
と
き
、
ま
ず
は
無
意

識
に
自
分
の
価
値
観
の
も
の

さ
し
で
は
か
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、「
な
ん
で
そ
う
な

の
？
」「
そ
れ
は
違
う
で
し

ょ
う
？
」「
意
味
が
分
か
ら

な
い
」「
あ
り
え
な
い
こ
と
」

と
い
う
期
待
は
ず
れ
の
言
動

に
対
し
て
、
人
は
す
ぐ
に
不

快
信
号
に
変
換
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
実
は
、
相
手
は
も
と
も
と

自
分
と
は
異
な
っ
た
も
の
さ

し
を
持
つ
人
な
の
だ
か
ら
、

十
分
に
起
こ
り
う
る
状
況
で

あ
り
、
単
に
自
分
の
期
待
と

違
っ
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
人

と
は
価
値
観
の
異
な
る
外
国

人
を
地
域
に
う
ま
く
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
、
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
に
は
、
彼
ら
異
文
化
の

人
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、
協
働
実
践
研
究
者

か
ら
、
外
国
人
と
の
接
触
場

面
や
外
国
人
雇
用
の
課
題
に

つ
い
て
、「
協
働
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
多
文

化
共
生
環
境
づ
く
り
」
の
提

案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
日
本
語
教

育
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
日
本
語

教
育
に
関
わ
る
皆
さ
ん
と
、

鳥
取
・
島
根
地
域
の
外
国

人
労
働
者
に
関
わ
る
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
定
住

者
に
関
わ
る
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
10

月
５
日
か
ら
時
間
額
７
９
０

円
に
な
り
ま
し
た
。
同
最
低

賃
金
は
正
社
員
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

の
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
労
働
条
件
の
確

保
や
改
善
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
額
に
は
、
次
の

賃
金
▽
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
▽
臨
時
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
▽
１
カ
月

を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
▽
時
間
外
労
働
、

休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
の

割
増
賃
金
︱
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室(

☎
０

８
５
７
︱
29
︱
１
７
０
５)

、

ま
た
は
米
子
労
働
基
準
監
督

署(

☎
34
︱
２
２
３
１)

へ
。

外
国
人
との
共
生
に
向
け
て

鳥
取
大
学
教
授 

池
田
玲
子
氏

クローズアップ 外国人労働者の雇用に力

登録支援機関に認定
ー 境港水産振興協会 ー

担当の永田さやかさん（左）と打ち合
わせをする江尻敏美専務理事

1時間が790円に
10月5日から発効

ー 鳥取県最低賃金 ー

協働実践研究会第15回
日　時
11月22日㈮ 午後4時30分～7時
場　所
SANKO夢みなとタワー
研修室（境港市竹内団地）
テーマ
外国人と日本人の協働的コミュニケ
ーションによる多文化共生環境づく
りのために
内　容
講演① 講師 池田玲子氏（鳥取大学）
講演② 講師 近藤彩氏（麗澤大学）
講演③ 講師 金孝卿氏（早稲田大学）
報　告 鳥取県西部の実態
全体討論
問い合わせ先 orikeda@tottori-u.ac.jp

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
定
産
業
分
野
は
、
特
定

技
能
１
号(

介
護
、ビ
ル
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
素
形
材
産
業
、

産
業
機
械
製
造
業
、
電
気
電

子
情
報
関
連
産
業
、
建
設
、

造
船
・
船
舶
工
業
、
自
動
車

整
備
、
航
空
、
宿
泊
、
農
業
、

漁
業
、
飲
食
料
品
製
造
業
、

外
食
業)

と
特
定
技
能
２
号

(

建
設
、
造
船
・
船
舶
用
工
業)

に
分
か
れ
ま
す
。

　
登
録
支
援
機
関
は
、
特
定

技
能
１
号
の
産
業
分
野
に
雇

用
さ
れ
た
外
国
人
に
対
し
て

▽
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
▽
住
居

確
保
や
生
活
に
必
要
な
契
約

の
支
援
▽
生
活
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
▽
日
本
語
学
習
の

機
会
の
提
供
▽
日
本
人
と
の

交
流
促
進
︱
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　「
水
産
関
係
の
企
業
に
は
、

若
い
人
が
な
か
な
か
集
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
外
国

人
実
習
生
に
頼
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
が
、
多
く
の
制

約
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
働

い
て
も
ら
え
る
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
、
労
働
力
確
保
の

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
、

登
録
支
援
機
関
の
認
可
取
得

を
し
た
理
由
に
つ
い
て
話
す

江
尻
専
務
理
事
。

　
ま
た
、「
た
く
さ
ん
の
外

国
人
が
境
港
市
内
に
住
ん
で

い
ま
す
。
市
民
が
皆
で
受
け

入
れ
、
住
み
や
す
い
状
況
を

作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会(

☎

44
︱
６
６
６
８)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まごころ共済まごころ共済まごころ共済（自動車事故費用共済）

○死亡事故（300万円限度）、後遺障害（300万円限度）、入通院等に対応
○特約　自損事故にも対応（3万円以上の車両損害の場合に3万円支給）
　　　　対物事故にも対応（2万円以上の損害の場合に3万円支給）
○契約者が法人の場合、契約者のほか従業員さんの運転事故にも対応します。
○契約者が個人の場合、契約者のほか家族とその他 2名の運転事故にも対応します。
　※詳しくは、右記へお問い合わせください。

代理所  境港商工会議所

島根県火災共済協同組合
【お申し込み・お問い合わせ】

☎0852－21－0249
〒690－0886  松江市母衣町55－4

☎0859－44－1111
〒684－8686  境港市上道町3002

まごころ共済は、道義的責任（誠意）としてのお見舞い、供花料、通夜費用、香典料等の費用を補填します。

『自動車運転』もしあなたが人身事故を起こしたら、もし加害者になったら
大きな責任　　　　　と　　　　多額の自己負担

「自賠責保険と任意保険。それだけで十分でしょうか？」

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

クリスマスバージョンに登場した鬼太郎ら＝昨年の夜間
演出照明　　　　　　　　　　　　　　　　 ⓒ水木プロ

境みなと寄席に出演する皆さん

優勝した境港海陸運送チーム＝航空自衛隊美保基地グラウンド

　
１
９
１
６(
大
正
５)

年

に
創
立
さ
れ
、
わ
が
国
の
照

明
技
術
の
発
展
や
照
明
知
識

の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た(

一
社)

照
明
学
会
の

実
施
す
る
「
２
０
１
９
年
照

明
デ
ザ
イ
ン
賞
」
で
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
の
夜
間
演
出
照
明
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

的
内
容
や
創
意
工
夫
に
満
ち

た
作
品
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
設
計

者
や
建
築
関
係
者
、
照
明
関

係
者
が
参
加
す
る
賞
で
す
。

　
同
ロ
ー
ド
の
夜
間
演
出
照

明
は
、
緻
密
な
照
明
制
御
で
、

あ
た
か
も
妖
怪
の
棲
む
よ
う

な
街
路
を
創
り
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
の
空
間
を

使
い
、
常
設
の
施
設
と
し
て

成
立
さ
せ
た
こ
と
で
照
明
デ

ザ
イ
ン
の
新
た
な
可
能
性
を

切
り
開
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

　
こ
う
し
た
点
が
照
明
デ
ザ

イ
ン
の
歴
史
に
足
跡
を
残
す

意
義
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
際
立
っ
た
評
価
を

得
て
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

11月の相談日
11月７日㈭ 産 業 医

11月14日㈭ 産 業 医

11月21日㈭ 産 業 医

11月28日㈭ 産 業 医

水
木
ロ
ー
ド
の
夜
間
演
出
照
明

照
明
デ
ザ
イ
ン
賞 

最
優
秀
賞
に

　
夜
間
演
出
照
明
は
、
時
間

と
と
も
に
光
が
変
化
し
た
り
、

音
と
光
を
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
い
か
に
も
妖
怪
の
出
て
き

そ
う
な
怪
し
い
雰
囲
気
を
演

出
し
て
い
る
の
で
、
訪
れ
る

お
客
様
か
ら
も
大
変
好
評
で

す
。
ま
た
、
期
間
限
定
の
影

絵
を
投
影
す
る
な
ど
、
お
客

様
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
も

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
完
成
後
、
観
光
の
お
客
様

も
増
加
し
、
特
に
夜
の
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
を
楽
し
む
お

客
様
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

髙
尾
佳
孝
会
長)

は
、
大
好

評
の
「
境
み
な
と
寄
席
」
を

こ
と
し
も
開
催
し
ま
す
。
迎

え
て
24
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
同
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

「
生
で
見
て
聞
く
古
典
落
語

や
お
笑
い
が
ど
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
か
、
ぜ
ひ
体
感
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
同
寄
席
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
17
日
㈰
　
▽
昼

の
部
＝
午
後
１
時
開
場
、
１

時
20
分
開
演
▽
夜
の
部
＝
午

後
５
時
30
分
開
場
、
５
時
50

分
開
演

会
場
　
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

(

境
港
市
中
野
町)

出
演
者(

敬
称
略)

　
▽
林

家
た
い
平(

落
語)

▽
チ
ャ
ー

リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー(

漫
才)

▽
な
か
じ
ま
ま
り(

オ
ー
ル

ス
タ
ー
も
の
ま
ね)

入
場
料
　
▽
前
売
り
券
＝
２

５
０
０
円
▽
当
日
券
＝
３
０

０
０
円

　
詳
し
く
は
、
同
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ(

☎
44
―
５
４
７

７)

へ
。

　
子
ど
も
達
を
守
る
の
は
、

大
人
の
責
任
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
提
供
が
助
け
を

求
め
て
い
る
子
ど
も
達
の
発

見
や
保
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
を
い
ち
早
く
発

見
し
、
被
害
に
あ
っ
て
い
る

子
ど
も
を
保
護
す
る
た
め
に

▽
子
ど
も
が
毎
日
激
し
く
泣

い
て
い
る
▽
夜
一
人
で
留
守

番
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
▽
毎

日
汚
れ
た
同
じ
服
を
着
て
い

る
―
な
ど
、「
虐
待
か
も
」

と
思
え
る
子
ど
も
を
発
見
し

た
と
き
は
、
最
寄
り
の
児
童

相
談
所
や
警
察
、
市
町
村
な

ど
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
１い

ち
は
や
く

８
９
番
に
か
け
る

と
、
近
く
の
児
童
相
談
所
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者

が
子
ど
も
に
対
し
次
の
よ
う

な
行
為
を
行
う
こ
と
で
す
。

●
身
体
的
虐
待
　
殴
る
・
蹴

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
た
ば

こ
の
火
を
押
し
つ
け
る
、
強

く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
な
ど

●
性
的
虐
待
　
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
、
ま
た
は
さ
せ

る
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
被
写
体

に
す
る
こ
と
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
　
乳
幼
児
を

車
中
に
放
置
す
る
、
適
切
な

食
事
を
与
え
な
い
、
乳
幼
児

や
児
童
を
家
に
残
し
た
ま
ま

度
々
外
出
す
る
、
学
校
に
行

か
せ
な
い
。
ま
た
、
保
護
者

以
外
の
同
居
人
が
身
体
的
虐

待
や
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
な
ど
の
行
為
を
す
る
こ
と

を
放
置
す
る
こ
と
な
ど

●
心
理
的
虐
待
　
児
童
の
前

で
家
族
な
ど
に
暴
力
を
振
る

う
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
他

の
兄
弟
姉
妹
に
比
べ
、
著
し

く
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
、

児
童
を
無
視
し
た
り
拒
否
す

る
よ
う
な
態
度
を
示
す
、
児

童
の
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

言
動
を
す
る
こ
と
な
ど

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

へ
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
10
月

６
日
、「
第
33
回
会
員
親
睦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
航

空
自
衛
隊
美
保
基
地
グ
ラ
ウ

ン
ド(

小
篠
津
町)

で
開
催
。

　
当
初
、
９
月
22
日
に
予
定

し
た
大
会(

20
チ
ー
ム)

は
、

雨
天
の
た
め
順
延
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
会
当
日
は
11
チ

ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

境
港
海
陸
運
送
㈱
が
４
大
会

連
続
９
回
目
の
優
勝
を
決
め

ま
し
た
。

　
同
大
会
は
Ａ
、
Ｂ
の
２
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
計
３
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
予
選
リ
ー
グ
を

行
い
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
勝

者
３
チ
ー
ム
を
決
定
。
こ
の

３
チ
ー
ム
で
決
勝
リ

ー
グ
戦
を
行
い
ま
し

た
。

　
同
大
会
の
成
績
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

チ
ー
ム
表
彰
▽
優
勝
＝

境
港
海
陸
運
送
㈱
チ
ー

ム
▽
準
優
勝
＝
㈲
三
共

鉄
工
所
チ
ー
ム
▽
第
３

位
＝
甲
陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱

チ
ー
ム

個
人
表
彰(

敬
称
略)

▽

最
優
秀
選
手
賞
＝
佐
藤

雄
介(

境
港
海
陸
運
送

㈱)

▽
優
秀
選
手
賞
＝

小
倉
大
樹(

㈲
三
共
鉄

工
所)

▽
水
田
智
貴(

甲

陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱)

11月17日

境
み
な
と
寄
席

林
家
た
い
平

　ら
が
出
演

第
24
回

さ
ん11

月
は
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
を
見
つ
け
た
ら
通
報
を

境港警察署

境港海陸運送チーム 4連覇達成！

境港商議所 会員親睦ソフトボール大会
11チームが熱戦繰り広げる
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見 本見 本

200ポイント進呈！
必要事項を記入してご持参いた
だき、ご飲食されたお客様に

有効期限／2020年3月31日

お名前

フリガナ

電　話　　　　ー　　　　ー

E-mail

ご住所

ポイントカードの
ご案内 境港店・みなとさかい店

特典

境港店
境港市竹内団地280
TEL・FAX 0859-45-0788

みなとさかい店
境港市大正町215
TEL・FAX 0859-44-5522

境港店
境港市竹内団地280
TEL・FAX 0859-45-0788

みなとさかい店
境港市大正町215
TEL・FAX 0859-44-5522
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•
•
•
•
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•
•
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•
•
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•
•
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•
•
•
•
•
•
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•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
大
阪
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
大
阪
ミ
ナ

ミ
活
性
化
事
業
と
し
て
「
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ 

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ス

マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
２
０
１
２
年
に
開
催
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
に
は
、
道
頓

堀
開
削
４
０
０
年
記
念
と
し

て
開
催
し
た
「
道
頓
堀
リ
バ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
合
体
。

２
０
０
０
人
余
り
の
大
阪
府

民
・
市
民
が
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
、
楽
し
む

秋
祭
り
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
間
、
同
実
行
委
員
会

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の

大
幅
増
に
対
す
る
受
け
入
れ

事
業
、「
大
阪
・
関
西
万
国

博
覧
会
」
の
招
致
、「
Ｇ
20

大
阪
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
支

援
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
取

り
組
み
、
地
域
の
商
店
街
、

団
体
、
企
業
、
そ
し
て
府
民
、

市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
台
風

の
影
響
で
二
日
間
の
予
定
が

13
日
だ
け
と
な
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、

道
頓
堀
の
周
辺
に
“
大
阪
の

元
気
”
が
集
中
し
た
よ
う
な

に
ぎ
や
か
さ
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
容

湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
特
設

ス
テ
ー
ジ
　
毎
日
、
練
習
を

頑
張
っ
て
い
る
キ
ッ
ズ
ダ
ン

サ
ー
・
75
チ
ー
ム
が
集
合
し
、

「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ 

キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
、
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
。
ま
た
、
周
辺

会
場
で
大
阪
の
味
、
大
阪
な

ら
で
は
の
飲
食
・
体
験
ブ
ー

ス
も
数
多
く
出
店

戎
橋
特
設
ス
テ
ー
ジ
　
関
西

・
大
阪
を
中
心
に
活
躍
す
る

ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
が
集
合
し

て
、「
ミ
ナ
ミ
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
ま

た
、
手
軽
に
誰
も
が
で
き
る

ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
ブ
ー
ス
や

飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
も
出
店

な
ん
ば
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ポ
ン
テ
広

場
　
関
西
を
中
心
に
活
躍
す

る
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
集
合

し
て
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
座

を
競
う
「
第
10
回
よ
さ
こ
い

大
阪
大
会
」
を
開
催

道
頓
堀
特
設
ス
テ
ー
ジ
　
関

西
の
学
生
た
ち
が
中
心
と
な

っ
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
「
と
ん
ぼ
り
ワ

ッ
シ
ョ
イ
」
を
開
催
。
ま
た
、

よ
さ
こ
い
大
阪
大
会
に
出
場

し
た
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
踊

り
披
露

大
阪
ミ
ナ
ミ
演
芸
文
化
復
活

道
頓
堀
川
面
舞
台
　
上
方
舞

山
村
流
、
文
楽
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ
、

浪
曲
な
ど
、
道
頓
堀
に
ゆ
か

り
の
あ
る
芸
能
が
大
集
合

鳥
取
県
参
加
団
の
Ｐ
Ｒ
活
動

▽
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
＝

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
北
栄
町

ア
イ
ド
ル
シ
ョ
ー(

北
栄
町

Ｐ
Ｒ)

と
鬼
太
郎
・
ね
こ
娘

ス
テ
ー
ジ(

境
港
Ｐ
Ｒ)

を

実
施
。
飲
食
・
観
光
Ｐ
Ｒ
ブ

ー
ス
も
出
展
▽
な
ん
ば
Ｏ
Ｃ

Ａ
Ｔ
ポ
ン
テ
広
場
＝
鳥
取
し

ゃ
ん
し
ゃ
ん
踊
り
披
露
▽
道

頓
堀
特
設
ス
テ
ー
ジ
＝
鳥
取

県
観
光
Ｐ
Ｒ
（
鳥
取
県
関
西

本
部
）、
北
栄
町
ア
イ
ド
ル

シ
ョ
ー
、
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
踊
り
披
露

　

(

一
社)

大
阪
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会(

千
田
忠
司
代

表
理
事)

は
10
月
13
日
、
国
内
有
数
の
観
光
名
所
で
あ
る

「
大
阪
ミ
ナ
ミ
道
頓
堀
」
の
水
上
や
川
沿
い
一
帯
を
会
場

に
、「
道
頓
堀
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
を

開
催
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。
同
実
行
委
員
会
と

協
定
を
締
結
し
、
交
流
を
行
っ
て
い
る(

一
社)

鳥
取
県
西

部
活
性
化
協
会(

足
立
統
一
郎
会
長)

な
ど
、
鳥
取
県
内
の

観
光
団
体
や
民
間
事
業
者
、
行
政
な
ど
も
同
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
鳥
取
の
グ
ル
メ
や
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
鳥
取
県
へ
の
来
訪
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

境港市も積極的に観光PRを実施

堀田收会長（左）から賞状を受け取る
木村亘氏=SANKO夢みなとタワー

北栄町のアイドルグループ（右）が観光PRで登場＝湊町リ
バープレイス特設ステージ

　
境
港
市
消
防
保
安
協
会

(

堀
田
收
会
長)

は
創
立
60

周
年
を
迎
え
、
10
月
18
日
に

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ

ー(

竹
内
団
地)

で
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
１
９
６
０(

昭

和
35)

年
に
設
立
。
当
時
の

境
港
市
は
、
山
陰
地
区
最
大

の
石
油
基
地
を
持
つ
都
市
に

発
展
し
、
市
民
の
危
険
物
災

害
発
生
へ
の
不
安
は
非
常
に

大
き
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
不
安
を

払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
危
険

物
を
取
り
扱
う
事
業
所
へ
の

災
害
に
対
す
る
予
防
思
想
の

普
及
と
予
防
対
策
の
徹
底
を

図
る
た
め
、「
境
港
市
危
険

物
保
安
協
会
」
が
発
足
。

　
そ
の
後
、
１
９
６
３(

昭

和
38)

年
に
危
険
物
を
取
り

扱
う
企
業
の
み
で
な
く
、
火

災
予
防
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

一
般
事
業
所
も
対
象
と
し
た

「
境
港
市
消
防
保
安
協
会
」

へ
と
改
組
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
式
典
は
、「
関
乃
五
本
松

節
」
の
披
露
で
ス
タ
ー
ト
。

続
い
て
、
30
年
以
上
保
安
業

務
に
精
励
し
、
職
場
の
防
災

に
貢
献
し
た
６
人
に
堀
田
会

長
が
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
ま
た
、
10
年
以
上
役
員

と
し
て
同
協
会
の
発
展
に
貢

献
し
た
６
人
に
感
謝
状
を
、

さ
ら
に
長
き
に
わ
た
り
同
協

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
功
績

を
称
え
て
、
元
・
木
村
産
業

㈱
の
木
村
亘
氏
に
特
別
表
彰

の
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
木
村
氏
以
外
に
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
次
の
通
り
で

す(

敬
称
略)

。

表
彰
の
部
　
▽
葛
西
美
智
雄

(

東
西
オ
イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱

境
港
油
槽
所)

▽
橋
根
章
文

(

㈱
ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
中
国
支
店
境
港
事
業
所)

▽

青
木
昭
吾(

境
港
海
陸
運
送

㈱)

▽
足
立
晃(

足
立
燃
料
㈲)

▽
荒
木
範
幸(

千
代
む
す
び
酒

造
㈱)

▽
川
上
秀
行(

㈲
尾
古

鉄
工
所)

感
謝
状
の
部
　
▽
三
輪
陽
通

(

三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱)

▽
尾
古
栄
一
朗(

㈲
尾
古

鉄
工
所)

▽
浜
野
茂
雄(

全
国

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
境
港

油
槽
所)

▽
遠
藤
勲((

福)

境

港
福
祉
会)

▽
濱
田
幹
夫

((

企)

里
岩
商
店)

▽
寺
本
勤

(

㈲
寺
本
商
店)

　
境
港
青
色
申
告
会
女
性
部

は
、
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る

ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
教
室
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
16
日
㈯
　
午
後

１
時
～
２
時
30
分

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

会
議
室(

境
港
市
上
道
町)

講
師
　
阿
部
亜あ

理り

沙さ

さ
ん

(

ベ
ン
ハ
ー
ズ
ジ
ム
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

　
詳
し
く
は
、
境
港
青
色
申

告
会
事
務
局(

境
港
商
工
会

議
所
内
・
☎
44
―
１
１
１
１)

へ
。

ヨ
ガ
教
室
を
開
催

境
港
青
色
申
告
会
女
性
部

境
港
市
消
防

保
安
協
会

創
立
60
周
年
祝
う

記
念
式
典
で
13
人
を
表
彰

〝大阪の元気〞を集中したイベント展開

道頓堀リバーフェスティバル2019
鳥取県参加団もグルメや観光をPR
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•
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7

境　港

№89

青色申告会

青色申告会の元気企業

笑顔あふれるレッスン

ー ピアノ教室 和おん ー

「生徒一人一人に寄り添っています」と話す
齋藤玲子さん＝同教室のレッスン室

　
秋
晴
れ
の
心
地
よ
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
青
色
申
告

会
女
性
部
恒
例
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
11
月
３
日
に
実

施
し
ま
す
。
今
年
度
は
倉
吉

方
面
と
な
り
ま
し
た
。
三
徳

山
を
下
か
ら
お
参
り
し
、
白

壁
土
蔵
群
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ワ
イ
ン
を
つ
く
る
ワ
イ
ナ
リ

ー
を
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
会
事
業
と
し

て
昨
年
に
引
き
続
き
、
ベ
ン

ハ
ー
ズ
ジ
ム
の
阿
部
亜あ

理り

沙さ

さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
、

座
っ
て
で
き
る
ヨ
ガ
教
室
を

11
月
16
日
の
午
後
１
時
か
ら

開
催
し
ま
す
。

　
椅
子
に
座
っ
て
行
う
の
で

す
が
、
呼
吸
を
整
え
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
動
か
す

こ
と
で
、
心
と
身
体
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
る

そ
う
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
I

【事業所のあらまし】

事業所名	 ピアノ教室	和おん

代 表 者	 齋藤 玲子（さいとう・れいこ）

所 在 地	 境港市渡町3691

事業内容	 ピアノ教室

営業時間	 要相談

T E L	 080-2894-5870

税務・会計
一 口 メモ

…25
10月1日をまたぐ取引

　
10
月
１
日
に
消
費
税
の
複

数
税
率
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一

カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
10
月

１
日
を
ま
た
ぐ
取
引
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
売
り
上
げ
、
仕
入
れ
、
諸

経
費
の
請
求
書
な
ど
で
月
末

締
め
の
場
合
に
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
20
日
締

め
の
場
合
、
９
月
21
日
か
ら

10
月
20
日
ま
で
の
請
求
と
な

り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
９
月
21
日
か
ら

30
日
ま
で
は
旧
税
率(

８
％)

が
適
用
さ
れ
、
10
月
１
日
か

ら
20
日
ま
で
は
新
税
率(

10

％
、
軽
減
税
率
８
％)

が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
区
分
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
９
月
末
ま
で
に
販
売
し
た

商
品
が
10
月
１
日
以
降
に
返

品
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
場
合
は
、
旧

税
率
で
返
品
処
理
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
誤
っ
て
新

税
率
で
処
理
す
る
と
、
得
意

先
へ
の
請
求
に
誤
り
が
出
る

と
同
時
に
納
付
す
べ
き
消
費

税
額
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
逆
に
仕
入
先
へ
返
品
し
た

場
合
も
同
様
、
旧
税
率
で
処

理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
請
求
書
な
ど
を
確
認

し
、
誤
り
が
な
い
か
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
M

　
ピ
ア
ノ
教
室「
和
お
ん
」

の
モ
ッ
ト
ー
は「
音
楽
を
通

じ
て
強
い
心
を
育
て
、
自
立

の
お
手
伝
い
を
す
る
。
一
人

一
人
を
大
切
に
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
」で

す
。

　
主
催
者
の
齋
藤
玲
子
さ
ん

は
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ

っ
た
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り

ま
し
た
。「
夢
が
叶
っ
て
本
当

に
嬉
し
く
、
幸
せ
で
す
。
毎

日
が
充
実
し
て
い
ま
す
」と

今
の
心
境
を
話
し
ま
し
た
。

　
３
歳
で
ピ
ア
ノ
と
出
合
い
、

こ
こ
か
ら
齋
藤
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
人
生
が
ス
タ
ー
ト
。
岡
山

県
の
音
楽
短
期
大
学
ピ
ア
ノ

科
専
攻
を
経
て
、
楽
器
メ
ー

カ
ー
の
研
究
科
で
音
楽
指
導

者
育
成
の
訓
練
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
間
、
楽
器
メ
ー
カ

ー
の
定
め
た
数
々
の
資
格
を

取
得
し
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
出
場
な
ど
で
腕
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
順
風
満
帆
で
自

ら
描
い
た
設
計
図
通
り
に
歩

ん
で
き
た
齋
藤
さ
ん
の
道
が

突
然
崩
壊
し
ま
す
。
交
通
事

故
に
遭
遇
し
、
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　「
手
が
動
か
な
い
、
指
が

曲
が
ら
な
い
。
目
の
前
が
真

っ
暗
、
頭
が
真
っ
白
に
な
り

ま
し
た
」と
齋
藤
さ
ん
。
正

に
奈
落
の
底
へ
落
と
さ
れ
る

と
は
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う

の
か
。
シ
ョ
ッ
ク
で
誰
に
も

会
い
た
く
な
い
、
話
を
し
た

く
な
い
と
、
引
き
こ
も
り
に

な
る
程
で
し
た
。

　
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
と
友
人
、

知
人
か
ら
の
励
ま
し
で
復
活
。

さ
す
が
に「
直
ぐ
ピ
ア
ノ
」と

は
い
か
ず
、
人
に
慣
れ
る
、

環
境
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
会
社
勤
め
を
始
め
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
に
大
事
に
し

て
も
ら
い
、
12
年
間
も
勤
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
体
力
、気
力
を
含
め
、色
々

な
条
件
が
整
い
、
こ
の
４
月

に
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
ピ
ア

ノ
教
室「
和
お
ん
」に
専
念
。

　
生
徒
さ
ん
は
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
か
ら
60
代
ま
で
。
そ

れ
ぞ
れ
、「
プ
レ
ピ
ア
ノ
コ
ー

ス(

２
歳
以
上
４
歳
未
満)

」
「
こ
ど
も
の
コ
ー
ス
」「
大
人

の
コ
ー
ス
」で
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
齋
藤
さ
ん
は
、「
一
人
一
人

に
寄
り
添
い
、
個
性
を
大
切

に
、
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
す
る

こ
と
に
努
め
た
い
。
生
徒
が

大
人
に
な
っ
て
も
ピ
ア
ノ
に

親
し
ん
で
く
れ
て
い
た
ら
と

て
も
嬉
し
い
で
す
」と
話
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
境
港
に
入
港
す
る

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
出
航
の
際

に
、
境
港
市
の
良
い
思
い
出

を
記
憶
に
残
し
て
も
ら
お
う

と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
見
送
り
の
演
奏
も
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
取
材
が
終
わ
っ
て
帰
る
間

際
に「
楽
譜
が
読
め
な
い
、

今
ま
で
ピ
ア
ノ
に
触
れ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
人
に
も
ぜ

ひ
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ピ
ア
ノ
に
触
っ
て
音
を
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な

曲
で
も
必
ず
弾
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
よ
」と
、
笑
顔
で

話
す
齋
藤
さ
ん
で
し
た
。
Y

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ⑦

キャッシュレス・ポイント還元事業

　消費税が引き上げられ、8％から10％になったので少し悲
しくなりますが、ここで少しお得な情報があります。
　ご存知の皆さんも多いと思いますが、政府は消費税の負担
を軽減するために、キャッシュレス決済でポイントが還元さ
れる事業を実施しています。
　「○○事業」と聞いただけでは、何か堅くて、ややこしそう
で、なかなか頭に入りませんね。何か申請しないといけない
のでしょうか？　申請は不要です。
　そこで「キャッシュレス決済って、何」というところから簡
単に説明します。キャッシュは「現金」で、レスは「ない(使用
しない)」です。つまり、キャッシュレスとは現金を使用しな
い支払方法のことを言います。
　クレジットカードやデビットカード、「○○Pay」、交通系カ
ード(Suicaなど)、Edy(エディ)などを使って支払うことです。
　近隣の国に比べて、日本ではキャッシュレス化が遅れてい
ます。なぜかというと、日本のお金は偽造しにくく、信用が
高いためです。そういった意味でも、今回の取り組みはよか
ったのかなと思います。
　それでは、どんなお得があるかと言いますと、キャッシュ
レスマークのあるお店では、ほとんどのキャッシュレス手段
をつかった買い物で2019年10月から2020年6月までの間、
最大5%のポイントが還元されるのです。
　例えば、楽天カードを使って、楽天市場のキャッシュレス
マークのある店で買い物をした場合、通常にもらえるポイン
トと合わせて、還元分のポイントももらえてしまいます。そ
の期間はキャンペーンもしているので更にお得ですね。
　ネットで調べるともっとお得なこともわかります。ぜひ、
検索機能を使って調べてみてください。

　　　　PEGAZOU shop ぺガ蔵

　　　　佐々木 隆成

恒
例
事
業
に
ご
参
加
を

北

ピアノ教室
和おん

●

●

●

スイングカフェ

花ことば

スイングカフェ

花ことば
喫茶
五番館
喫茶
五番館

女
性
部
だ
よ
り



　
先
日
、
鳥
取
県
主
催
の
イ

正解と当選者

ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
説
明
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
説
明
会
の

後
は
、
外
国
人
観
光
客
対
応

に
役
立
つ
外
国
語
基
礎
講
座

で
し
た
。
県
の
中
国
語
と
韓

国
語
担
当
の
国
際
交
流
員
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
簡
単
な

会
話
を
教
わ
り
ま
し
た
。
二

人
は
、
中
国
人
の
特
性
や
韓

国
人
旅
行
客
が
日
本
で
困
っ

た
こ
と
な
ど
も
紹
介
。
お
互

い
を
良
く
知
る
こ
と
が
国
際

交
流
の
第
一
歩
と
、
改
め
て

感
じ
た
講
座
で
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

12
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

夢
み
な
と
イ
ル
ミ
ネ
ー

 

シ
ョ
ン

▽
開
催
期
間
＝
12
月
７
日
㈯

～
24
日
㈫
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時(

期
間
中
の
土
・
日

曜
日
及
び
12
月
23
日
㈪
・
24

日
㈫
は
午
後
８
時
ま
で
延
長

営
業)

▽
場
所
＝
タ
ワ
ー
棟

▽
入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
５
０
円

 

ク
リ
ス
マ
ス
ス
タ
ン
プ

 

ラ
リ
ー

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内
・
周

辺
施
設
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
、
豪
華
賞
品
を
Ｇ
Ｅ

Ｔ
し
よ
う
。（
開
催
期
間
は
、

夢
み
な
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
同
じ
）

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ

　
期
間
限
定
。
展
望
室
に
カ

フ
ェ
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間
＝
12
月
21
日
㈯

～
24
日
㈫
、
午
後
５
時
～
８

時
▽
場
所
＝
展
望
室(

入
館

料
が
必
要
で
す)

 

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

▽
出
演
＝
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
レ

エ 

プ
チ
・
フ
ィ
ー
ユ
▽
日

時
＝
12
月
21
日
㈯ 

、
午
後

６
時
～
▽
場
所
＝
展
望
室

（
入
館
料
が
必
要
で
す
）

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
フ
ジ
ッ
コ
㈱
の
製
品
『
フ

ル
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー
』
の
中
に

は
、
フ
ル
ー
ツ
と
も
う
一
つ

入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
①

の
「
ナ
タ
デ
コ
コ
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

▽
舟
越
祐

子(

上
道
町)

▽
木
村
千
枝
美

(
小
篠
津
町)

▽
景
英
子(

外

江
町)
▽
井
田
二
三
子(

幸
神

町)

▽
美
濃
忍(

小
篠
津
町)

▽
阿
部
弘
子(

新
屋
町)

▽
川

口
や
ち
よ(

渡
町)

▽
村
田
茂

(

岬
町)

▽
古
徳
順
子(

芝
町)

▽
岩
佐
努(

上
道
町)

賞
品
　
フ
ル
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー

バ
レ
ン
シ
ア
オ
レ
ン
ジ
セ
ッ

トス
ポ
ン
サ
ー
　
フ
ジ
ッ
コ
㈱

境
港
工
場(

竹
内
団
地)

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

㈱大新(昭和町)の「アジの包み焼き」は、２種
類の味が楽しめますが、四川風ともう一つは
何でしょう。（ヒントは２ページ）

① 広島風
② 関東風
③ 広東風

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

11月11日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　㈱大新

賞品  「アジの包み焼き」セット(２袋)
　　　　　　　 5名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者 	南譲次(みなみ・じょうじ)

所 在 地	 境港市幸神町110

T E L	 0859-45-5385

営業時間	 9：00～23：00

休	業	日	 元旦のみ

事業内容	 飲食業(喫茶店)

市民の森

北

↓

米
子
鬼
太
郎
空
港

喫茶ウイング
（㈲ウイング）

新メニューに懐かしの珈琲も

レトロな雰囲気が漂う店内

○創業のきっかけ？…佐斐神町で飲食店を経営していまし
たが、町ぐるみの移転に伴い1980(昭和55)年に現在の
場所に喫茶ウイングを開業しました。当店は、2020(令
和2)年4月で40周年を迎えます。開業当時の幸神町は、
宅地造成されたばかりで建物も少なかったのですが、今
ではすっかり街並みが変わりました。
○おすすめポイントは？…お客様からは「昭和感漂う」とか
「レトロな喫茶店」と言っていただきます。開業当時の味
そのままの「ミックスジュース」と鉄板「焼きそば」が特に
人気です。そのほか、ステーキ、ピザ、ラーメン、各種
定食など、豊富な食事メニューとパフェなどのデザート
も幅広く揃えています。アルコール類や一品料理も対応
しますので、グループでの宴会や２次会の会場としても
ご利用いただけます。
○お客様は？…地元の皆さんをはじめ、空港に近いことも
あり、観光客などの空港利用者や自衛官の皆さんにも多
くご利用いただいています。親子４代にわたってご来店
いただいているお客様もいらっしゃいます。
○今後の事業展開（展望）？…開業当時から、お客様とのち
ょうどいい距離感と店内の空気感を大切にした店づくり
を進めてきた先代の経営方針を引き継ぎ、現在のお客様
をはじめ、新しいお客様にも楽しんでいただけるよう、
新メニューの開発に日々取り組んでいます。今後もゆっ
くりくつろいでいただける店を継続していきたいです。
○一言PR！…開業40周年に向け、昔懐かしいオープン当
時のコーヒーを再現し、新メニューに加えました。カッ
プも大切に保管していた当時の物を使っています。これ
からも誠心誠意、地域密着で頑張ります！

喫茶ウイング
（㈲ウイング）
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